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CPMN/MAGDASデータを用いたEEJ成分の抽出

Extraction of the EEJ component by using CPMN/MAGDAS data.
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　磁気赤道域は太陽から地球に至るエネルギーの流れの最終到達域と考えられており，赤道域特有の赤道ジェット電
流（EEJ）を監視することは，太陽風－磁気圏－電離圏－熱圏結合システムを研究する上で重要である（Uozumi et al.,
2008, Yumoto and the MAGDAS Group, 2006）．九州大学宙空環境研究センターでは現在，磁気赤道沿いに展開中のMAG-
DAS/CPMNデータを用いて，EEJの短期的，また長期的な変動を監視するための新しい指標を開発中である．
　 EEJは磁気赤道域の磁気記録に最も顕著に現れる現象であるが，磁気嵐時にはリングカレントの発達による擾乱に埋

もれて見えなくなってしまう．したがって EEJ成分を正確に抽出するためには，EEJ成分と，主にリングカレントを起源
とするDst成分とを正しく区別する必要がある．Uozumi et al. (2008)で提唱されたEE-indexは，赤道域MAGDAS/CPMN
観測点のうち夜側にある観測点の H成分変動量を平均して Dst成分を算出し（これをEDstと定義している），さらに赤
道域観測点の H成分からこのEDstを差し引くことで EEJ成分を抽出できることを示した．
　本研究では，MAGDASの前身である CPMNのデータを使用し，赤道域観測点だけでなく，EEJ成分が現れない中・

低緯度観測点のデータも用いて，EEJ成分と Dst成分とを区別する方法を考えた．ほぼ同一磁気経度上にある赤道観測
点と中・低緯度観測点をペアとして用い，両者の H成分変動の差から EEJ成分を求め，その後赤道域観測点の H成分と
EEJ成分の差から Dst成分を求めている．この方法の利点は，たとえリングカレントが発達中でも EEJ強度の日変化を
抽出できることにある．
　今回の発表では，磁気赤道域及び中・低緯度観測点磁場データから抽出された EEJ成分と Dst成分について紹介し，

磁気嵐時の両者の信頼性について考察する．


